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今
年
の
気
候
は
、
春
か

ら
初
夏
と
い
う
よ
り
も
い

き
な
り
夏
と
い
う
感
じ
で

す
。

平
成
二
六
年
度
の
歴
研
活
動
は
四
月
の

定
期
総
会
に
始
ま
り
、
六
月
の
探
訪
会
と

進
め
て
き
ま
し
た
。

定
期
総
会
当
日
に
新
た
な
入
会
者
が
、

過
去
最
高
の
十
五
名
に
の
ぼ
り
、
会
員
数

は
一
挙
に
二
七
七
名
に
な
り
ま
し
た
。

県
下
の
歴
史
関
連
団
体
調
査
も
継
続
し

て
、
第
二
次
調
査
を
続
け
て
い
ま
す
。

歴
研
サ
ロ
ン
も
昨
年
か
ら
数
え
て
六
回

目
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
開

始
し
た
佐
藤
顧
問
が
講
師
の
五
回
シ
リ
ー

ズ
の
歴
研
講
座
も
第
二
回
目
を
終
え
た
と

こ
ろ
で
す
。
次
回
シ
リ
ー
ズ
の
講
師
も
決

定
し
て
お
り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化
に
つ
い
て
は
、

来
年
は
吉
田
松
陰
の
妹
、文
を
主
人
公
に
、

再
来
年
は
真
田
幸
村
が
主
人
公
に
決
ま
り

ま
し
た
。山
田
方
谷
の
実
現
に
向
け
て
は
、

協
力
団
体
と
し
て
一
層
幅
広
く
、
息
の
長

い
運
動
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
署
名
用
紙
が
用
意
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
引
き
続
き
の
ご
協
力
、
ご
尽
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
会
長　

天
野
勝
昭
）

歴
研

展
望
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今
年
度
の
定
期
総
会
を
四
月
二
九
日
、

山
陽
新
聞
社
さ
ん
太
ホ
ー
ル
で
行
っ
た
。

雨
の
中
、
三
百
名
が
参
集
し
た
。
そ
し
て

新
た
に
十
五
名
の
入
会
が
あ
っ
た
。

天
野
会
長
の
挨
拶
。
そ
し
て
昨
年
度
の

基
調
講
演
は
姫
路
市
の
歴
史
研
究
家
・

黒
田
美
江
子
さ
ん
の
「
軍
師
官
兵
衛
」。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
交
え
た
話
に
聴
き

入
っ
た
。
姫
路
で
も
官
兵
衛
の
大
河
ド
ラ

マ
化
に
数
年
か
か
っ
た
と
の
こ
と
。

パ
ネ
ル
討
論
で
は
、
竹
本
さ
ん
は
「
荒

木
村
重
」
を
、清
水
氏
は
『
新
書
太
閤
記
』

で
、官
兵
衛
と
宗
治
が
対
峙
す
る
場
面
を
、

瀬
戸
内
市
の
松
尾
氏
は
官
兵
衛
の
父
祖
の

地
、
備
前
福
岡
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
に
は
四
四
名
が
参
加

し
、
講
師
と
の
親
交
を
深
め
た
。

会
員
募
集
中

年

会

費  

二

千

円

十
月
以
降
入
会  

千
円

▲講 師 4 名 と 懇 親 会 で の 記 念 写 真
（ ホ テ ル・ レ オ パ レ ス に て ）

事
業
報
告
、並
び
に
今
年
度
の
事
業
計
画
、

新
役
員
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

定期総会

雨
の
中
　
三
百
名
が
集
う
！

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
討
論
は
「
軍
師
官
兵
衛
」

今
年
の
定
期
総
会
で
、
黒
田
美
江
子
氏

の
講
演
「
軍
師
官
兵
衛
」
を
聴
い
た
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
を
交
え
、
歴
史
の
見

方
、
考
え
方
を
入
れ
て
の
講
演
に
時
の
経

つ
の
を
忘
れ
て
聴
き
入
っ
た
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
占
領
政
策
か
ら
始

ま
っ
た
。
旧
制
中
学
の
凛
々
し
さ
に
恐
れ

を
抱
い
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
日
本
の
戦
後

教
育
か
ら
武
術
（
柔
道
、
剣
道
）
と
修
身

を
排
除
し
、か
つ
父
母
達
の
習
っ
た
国
史
、

を
学
校
で
教
え
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
（
真

珠
湾
）
の
こ
と
は
学
校
で
教
え
て
い
る
と

聞
く
。
そ
れ
に
比
べ
、
日
本
の
戦
後
教
育

で
は
戦
争
の
反
省
か
ら
か
、
復
興
へ
の
邁

進
か
ら
か
、
日
本
の
歴
史
を
教
え
る
の
を

躊
躇
し
て
い
た
感
が
す
る
。
そ
れ
で
は
祖

国
や
古
里
に
対
す
る
愛
情
、
愛
着
が
わ
き

に
く
い
。
私
は
、
か
つ
て
、
大
学
紛
争
の

真
只
中
、
在
学
し
て
い
て
、
無
国
籍
人
と

の
批
判
を
浴
び
た
最
初
の
世
代
で
あ
る
。

[

次
頁
に
続
く]

城
下
・
福
岡
の
由
来
は
辛
酸
の

備
前
福
岡
に
あ
り
　
講
演
を
聴
い
て

会
員
　
楠 

敏
明
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か
つ
て
親
交
の
あ
っ
た
荒
木
村
重
の
謀

反
を
翻
す
た
め
に
一
人
有
岡
城（
伊
丹
城
）

に
乗
り
込
ん
だ
黒
田
官
兵
衛
を
牢
に
閉
じ

込
め
た
の
は
、
男
が
男
を
識
る
で
、
荒
木

村
重
は
官
兵
衛
の
能
力
、
人
柄
を
認
め
て

い
て
敢
え
て
首
を
取
ら
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
と
話
さ
れ
た
。

下
っ
て
、
官
兵
衛
は
秀
吉
と
共
に
備
中

高
松
に
来
た
。
高
松
城
の
水
攻
め
を
進
言

し
た
の
が
官
兵
衛
で
あ
る
。
吉
川
英
治
の

『
新
書
太
閤
記
』
に
あ
る
よ
う
に
、
官
兵

衛
は
宗
治
に
叛
意
を
勧
め
た
か
も
し
れ
な

い
。
宗
治
は
義
を
立
て
、
潔
く
自
害
す
る

道
を
選
ん
だ
。
そ
の
時
の
心
境
が
辞
世
の

句
で
あ
る
。
私
は
宗
治
公
の
辞
世
の
句
は

素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て
い
た
。
文
に
も
秀

で
て
な
い
と
あ
の
句
は
で
き
な
い
。
黒
田

さ
ん
も
俳
句
を
や
ら
れ
て
い
て
、
辞
世
の

句
と
し
て
は
最
高
で
あ
る
と
語
ら
れ
た
。

官
兵
衛
は
自
分
の
城
下
を
福
岡
と
し

た
。
福
岡
と
言
え
ば
、備
前
福
岡
で
あ
る
。

懇
親
会
で
「
官
兵
衛
は
福
岡
に
思
い
入
れ

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
黒
田
氏
に

尋
ね
た
。「
黒
田
家
に
と
っ
て
福
岡
は
辛

酸
を
な
め
た
地
で
あ
る
。
そ
れ
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
と
の
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
」
と
の
答
え
で
あ
っ
た
。
丁
度
、
家

康
が
三
方
个
原
で
の
大
敗
で
駆
け
帰
っ

て
、
直
ち
に
絵
師
を
呼
び
、
困
窮
し
た
顔

を
描
か
せ
、
忘
れ
ま
い
と
し
た
こ
と
に
似

一
、
は
じ
め
に

史
跡
、
岡
山
城
本
丸
跡
中
の
段
で
は
、

史
跡
保
存
整
備
事
業
（
H4
～
H7
年
度
）
に

よ
る
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
、

検
出
さ
れ
た
当
時
の
ゴ
ミ
穴
か
ら
食
事

後
に
廃
棄
さ
れ
た
食
物
残
滓
が
出
土
し

た
。
こ
れ
は
記
録
の
少
な
い
岡
山
城
内
で

の
食
生
活
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
江
戸
時
代
初
期

（
一
六
〇
〇
年
代
初
頭
）
の
出
土
品
目
と

文
献
資
料
か
ら
本
丸
跡
中
の
段
に
所
在
し

た
表
書
院
で
の
食
事
情
を
紹
介
す
る
。

二
、
出
土
品
目

出
土
し
た
資
料
は
、
魚
類
８
種
・
貝
類

11
種
・
鳥
類
４
種
で
あ
る
。
品
目
別
に
み

る
と魚

類
で
は
、
コ
イ
、
ス
ズ
キ
、
ボ
ラ
、

ブ
リ
、
マ
ダ
イ
、
ハ
タ
科
、
フ
エ
フ
キ
ダ

イ
科
、
フ
グ
科

貝
類
で
は
、
ア
カ
ニ
シ
、
ハ
マ
グ
リ
、

サ
ザ
エ
、
テ
ン
グ
ニ
シ
、
ア
カ
ガ
イ
、
ハ

イ
ガ
イ
、
タ
イ
ラ
ギ
ガ
イ
、
カ
キ
、
ツ
メ

タ
ガ
イ
、

シ
ジ
ミ
、

タ
ニ
シ

鳥
類
で

は
、
ガ
ン

カ
モ
科
、

キ
ジ
及
び

ヤ
マ
ド

リ
、
サ
ギ

科
、
ニ
ワ

ト
リ
で
あ

る
。魚

類
で

岡
山
城
内
の
食

｜

江
戸
時
代
初
期
を
中
心
に

｜

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
　
宴
会
和
食
担
当　

岡
嶋
隆
司（
会
員
）

は
、
江
戸
時
代
前
期
後
期
を
通
し
て
マ
ダ

イ
が
一
番
多
く
出
土
し
て
い
る
。こ
れ
は
、

演者　黒田美江子氏

て
い
る
。

官
兵
衛
は
状
況
に
応
じ
て
正
直
に
生
き

た
。
巷
間
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
野
心
は

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
結
ば
れ
た
。

辞
世
の
句
も
「
思
ひ
お
く
言
の
葉
な
く
て

つ
ひ
に
ゆ
く
み
ち
は
ま
よ
わ
じ
な
る
に
ま

か
せ
て
」
で
あ
る
。
方
円
の
器
に
従
う
水

の
如
く
に
生
き
た
と
い
う
こ
と
か
。
出
家

後
、＂
如
水
＂
と
名
乗
っ
た
所
以
か
。

そ
れ
に
し
て
も
時
間
を
充
分
取
っ
て
聴

き
た
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
感
で
あ
る
。

表
書
院
と
い
う
役
所
と
迎
賓
館
を
兼
ね
た

御
殿
の
性
格
を
表
し
て
い
る
も
の
で
、
儀

礼
や
接
待
な
ど
の
宴
席
に
用
い
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

貝
類
で
は
、
ハ
マ
グ
リ
が
一
番
多
く
ア

カ
ニ
シ
・
サ
ザ
エ
と
続
く
。
大
型
の
ハ
マ

グ
リ
は
、
一
部
の
殻
に
焼
い
た
痕
跡
が
確

認
で
き
る
も
の
が
あ
り
、
焼
蛤
に
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
小
型
の
蛤
は
、
椀
の
具

や
塩
ゆ
で
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
サ
ザ
エ
や
ア
カ
ニ
シ
の
一
部

に
も
焼
痕
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、

大
壺
煎
り
＝
現
代
で
言
う
壺
焼
き
に
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

鳥
類
で
は
、ガ
ン
カ
モ[

次
頁
に
続
く]

中
の
段
出
土
　
貝
殻
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科
が
一
番
多
い
。
こ
れ
は
岡
山
城
だ
け
で

の
傾
向
で
は
な
く
全
国
的
に
も
同
様
で
あ

り
、
江
戸
時
代
以
前
で
も
一
般
的
に
も
良

く
食
さ
れ
た
鳥
類
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
の
中
で
お
も
し
ろ
い
の

は
フ
グ
骨
が
出
土
し
て
い
る
事
で
あ
る
。

中
毒
を
起
こ
せ
ば
死
に
至
り
、
お
家
断
絶

に
も
つ
な
が
る
事
か
ら
一
般
的
に
武
家
で

は
食
し
な
い
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
長

州
藩
で
は
、
藩
士
に
対
し
て
フ
グ
食
禁
止

令
が
出
さ
れ
、
も
し
中
毒
者
が
出
た
な
ら

ば
、
そ
の
お
家
は
お
取
り
つ
ぶ
し
と
言
う

厳
し
い
罰
則
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
前

期
の
備
前
藩
で
は
規
定
が
無
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

以
上
が
出
土
資
料
の
紹
介
で
あ
る
が
、

食
材
の
提
示
だ
け
で
は
ど
の
様
な
料
理

だ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
文
献

資
料
に
よ
り
当
時
の
料
理
の
一
端
を
紹
介

す
る
。

三
、
池
田
家
の
正
月
料
理

『
池
田
家
履
歴
略
記
』
は
、
備
前
藩
主

池
田
家
の
通
史
で
あ
る
。
こ
の
中
に
慶
長

十
四
年
（
一
六
〇
九
）
の
正
月
に
備
前
監

国
で
あ
る
池
田
利
隆
公
が
書
院
で
家
老
た

ち
と
会
食
し
た
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。先

に
本
丸
御
殿
に
て
雑
煮
と
御
羮
（
あ

つ
も
の
）
で
御
祝
い
を
す
る
。
雑
煮
は
現

代
の
私
達
の
感
覚
で
は
汁
物
の
よ
う
に
思

い
が
ち
だ
が
本
来
は
文
字
の
如
く
煮
物
で

あ
る
。
ま
た
羮
と
は
吸
物
や
汁
物
と
同
じ

く
椀
物
の
こ
と
で
あ
る
。
後
に
御
書
院
に

出
で
給
い
蓬
莱
鏡
餅
を
い
た
だ
き
、
家
老

達
と
御
雑
煮
・
羮
・
御
盃
を
賜
う
。
そ
し

て
次
の
様
な
献
立
が
出
さ
れ
る
。

御
本
膳　

な
ま
す
牛
蒡　

小
鯛
ふ
と
に

あ
げ
物　

御
汁
こ
ま
ご
ま　

御
飯

二
御
膳　

御
汁
鳫　

焼
鳥　

焼
鮒　

香

物
三
御
膳　

海
老
さ
し
み　

御
汁
鯛

以
上
が
記
載
さ
れ
た
献
立
で
あ
る
が
内

容
的
に
は
本
膳
料
理
の
形
式
で
あ
る
。
以

下
解
説
す
る
。

①
御
本
膳
（
一
の
膳
）

「
な
ま
す
牛
蒡
」
は
、「
た
た
き
牛
蒡
」

で
縁
起
を
担
い
で
「
叩
く
」
と
い
う
言
葉

を
避
け
た
記
載
で
あ
ろ
う
（
類
例
、
梨
＝

有
り
の
実
、
す
る
め
＝
あ
た
り
め
、
擂
り

鉢
＝
当
た
り
鉢
な
ど
）。
牛
蒡
は
地
中
深

く
伸
び
る
事
か
ら
そ
の
土
地
で
の
安
定
と

繁
栄
の
意
味
を
表
す
。「
小
鯛
ふ
と
に
あ

げ
物
」
は
、
古
典
料
理
書
に
も
記
載
が
無

く
現
代
に
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
料
理
で
、

こ
の
記
載
と
前
年
正
月
に
姫
路
城
内
で
食

さ
れ
た
「
ふ
と
に
あ
げ
も
の
」
の
二
つ
だ

け
し
か
記
録
が
な
い
。
こ
れ
は
揚
げ
た
後

に
酒
と
醤
油
で
煮
る
「
阿
蘭
陀
（
お
ら
ん

だ
に
）
煮
」
と
考
え
ら
れ
る
。「
御
汁
こ

ま
ご
ま
」
は
、
材
料
を
小
さ
く
切
っ
た
も

の
で
味
噌
仕
立
て
。

②
二
御
膳

「
御
汁
鳫
（
が
ん
）」
清
汁
（
す
ま
し
）

仕
立
て
。
当
時
の
清
汁
仕
立
て
は
味
噌
を

用
い
た
も
の
で
、
味
噌
を
出
汁
に
溶
き
置

い
て
お
く
と
味
噌
が
沈
殿
す
る
。
こ
の
上

澄
み
が
清
汁
仕
立
て
と
な
る
。
現
代
の
よ

う
に
塩
と
薄
口
醤
油
で
清
汁
仕
立
て
を
作

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
幕
末
以
降
で
あ

る
。鳫

と
は
大
型
の
鴨
類
で
雁
（
か
り
）
の

事
。「
焼
鳥
焼
鮒
」
は
別
の
よ
う
に
記
載

さ
れ
て
い
る
が
鮒
を
背
割
り
に
し
て
縦
串

再現された慶長十四年正月朔日の本膳（一の
膳）右：小鯛ふとにあげ物　左奥：なます牛
蒡　右手前：御汁こまごま　左手前：御飯

中の段出土　魚類・鳥類骨

を
打
っ
て
小
鳥
に
見
立
て
た
小
鳥
焼
き
、

現
代
で
い
う
雀
（
す
ず
め
）
焼
き
で
あ
ろ

う
。
焼
き
上
が
り
に
山
椒
味
噌
な
ど
を
塗

る
。「
香
物
」
は
季
節
柄
大
根
な
ど
が
考

え
ら
れ
、
味
噌
漬
け
の
可
能
性
も
あ
る
。

③
三
御
膳

「
海
老
さ
し
み
」
と
も
読
め
る
が
「
海

老
さ
さ
み
」と
も
解
釈
出
来
る
。
刺
身
は
、

室
町
時
代
に
鱠
（
な
ま
す
）
か
ら
分
か
れ

た
料
理
で
、
そ
の
違
い
は
鱠
よ
り
も
厚
く

切
り
調
味
料
を
添
え
て
供
す
よ
う
に
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。「
海
老
さ
し
み
」
と
し

た
場
合
は
、
現
代
の
よ
う
に
醤
油
を
用
い

ず
、
辛
子
味
噌
・
辛
子
酢
・
生
姜
酢
・
煎

酒
な
ど
に
山
葵
（
わ
さ
び
）
を
添
え
て

供
し
て
い
た
。「
海
老
さ[

次
頁
に
続
く]



2014 年 ( 平成 26 年 ) 7 月 5 日発行

-4-

「歴研おかやま」 第 10 号

さ
み
」
と
し
た
場
合
、
海
老
や
貝
類
な
ど

に
大
根
や
蓮
芋
の
笹
が
き
を
加
え
た
「
笹

吹
き
鱠
」
が
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
鱠
の
語
源
は
、
奈
良
時
代
に

猪
や
鹿
の
肉
を
生
で
酢
を
用
い
て
供
し
て

い
た
と
こ
ろ
か
ら
付
い
た
も
の
で
月
偏
の

膾
と
書
き
、
中
世
に
な
る
と
魚
を
主
に
用

い
る
よ
う
に
な
り
魚
偏
の
鱠
と
書
く
よ
う

に
な
る
。
現
代
で
は
主
に
人
参
と
大
根
を

用
い
た
紅
白
な
ま
す
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
、
近
代
に
な
っ
て
よ
く
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
も
の
。

「
御
汁
鯛
」
は
、
潮
（
う
し
お
）
仕
立

で
あ
る
。
本
膳
料
理
の
特
徴
の
一
つ
は
、

各
膳
に
汁
物
が
付
く
こ
と
で
あ
る
。
仕
立

て
方
は
膳
ご
と
に
変
え
る
の
が
仕
来
り
で

あ
り
、
本
献
立
の
場
合
も
膳
ご
と
に
味
噌

仕
立
て
・
清
汁
仕
立
て
・
潮
仕
立
て
の
構

成
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
良
い
。
尚
、

内
容
は
同
じ
で
も
汁
物
は
御
飯
に
添
え
る

秦
歴
史
遺
産
保
存
協
議
会

会
長
　
板
野
忠
司

秦
歴
史
遺
産
保
存
協
議
会
は
平
成
二
四

年
四
月
に
設
立
し
、
今
年
で
三
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
会
員
は
三
一
〇
名(

平
成

二
六
年
三
月
現
在)

で
す
。

私
た
ち
の
秦
地
域
（
３
Ｋ
ｍ
四
方
）
に

は
、
四
世
紀
初
頭
の
前
方
後
方
墳
一
丁
ぐ

ろ
古
墳
一
号
墳
（
総
社
市
史
跡
指
定
）
を

は
じ
め
と
す
る
古
墳
群
33
基
が
発
見
さ

れ
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
金
子
（
か
な
ご
）・

奥
場
古
墳
群
等
と
合
わ
せ
る
と
60
基
を
超

え
て
あ
り
、大
き
な
謎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
飛
鳥
時
代
の
県
内
最
古
の
寺
院
跡

で
あ
り
岡
山
県
指
定
史
跡
の
秦
原
廃
寺
を

は
じ
め
、
古
代
の
式
内
社
で
磐
座
の
麻
佐

岐（
ま
さ
き
）神
社
・
石
畳（
い
わ
だ
た
み
）

神
社
、姫
社
（
ひ
め
こ
そ
）
神
社
（
福
谷
）、

備
中
兵
乱
の
荒
平
山
城
跡
等
の
歴
史
遺
産

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
古
代
吉
備
の
国
の

中
で
も
、
古
く
か
ら
の
先
進
地
域
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
歴
史
遺
産
を
研
究
・
勉
強
し
、

保
存
活
動
を
行
う
と
共
に
地
元
住
民
が
行

政
や
歴
史
家
等
と
協
働
し
て
情
報
発
信
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
当
協
議
会
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

特
に
こ
れ
ら
歴
史
遺
産
と
弓
月
の
君
率

い
る
渡
来
人
秦
氏
と
当
地
と
の
関
係
は
大

き
な
謎
で
す
。

主
な
行
事
と
し
て
は
、
散
策
コ
ー
ス
の

草
刈
・
道
路
整
備
、
案
内
看
板
設
置
、
史

跡
め
ぐ
り
、
総
会
及
び
講
演
会
、＂
秦
歴

史
便
り
＂
の
発
行
な
ど
で
す
。

か
ね
て
か
ら
準
備
を
進
め
て
い
た
「
秦

の
郷
歴
史
遺
産
」
小
冊
子
及
び
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
が
昨
年
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
講
演
会
内
容
は
①
歴
史
遺

産
は
語
る
！
総
社
市
＂
秦
＂
か
ら
の
メ
ッ

秦の郷」冊子及びガイドマップ

セ
ー
ジ
（
武
田
恭
彰
講
師
）
②
謎
の
秦
氏

と
吉
備
（
国
）（
山
田
良
三
講
師
、
岡
山

歴
史
研
究
会
会
員)

）
③
県
南
中
西
部
の

古
墳
か
ら
み
た
一
丁
ぐ
ろ
古
墳
群
（
平
井

典
子
講
師
）
④
注
目
さ
れ
る
秦
氏
の
な
ぞ

（
佐
藤
光
範
講
師
、
岡
山
歴
史
研
究
会
顧

問
）
一
丁
ぐ
ろ
古
墳
（
武
田
恭
彰
講
師
）

な
ど
で
、謎
と
ロ
マ
ン
に
満
ち
て
い
ま
す
。

物
、
吸
物
は
お
酒
に
添
え
る
物
と
し
て
献

立
に
書
き
分
け
る
の
が
決
ま
り
事
で
あ

る
。以

上
、
簡
単
で
は
あ
る
が
岡
山
城
内
で

の
食
を
紹
介
し
た
。
古
い
時
代
の
食
の
記

録
は
少
な
く
儀
礼
や
接
待
な
ど
の
所
謂

「
晴
れ
の
食
」
な
ど
が
断
片
的
に
残
っ
て

い
る
だ
け
で
通
常
の
食
、「
褻
（
ケ
）
の
食
」

の
記
録
と
な
る
と
全
国
的
に
も
殆
ど
記
録

が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
出
土
し
た

食
物
残
滓
も
出
土
品
目
の
同
定
と
焼
痕
や

切
痕
な
ど
は
確
認
で
き
る
が
、
料
理
法
の

推
定
と
な
る
と
困
難
を
極
め
る
。

こ
の
よ
う
な
制
限
は
あ
る
が
、
今
後
も

考
古
資
料
と
文
献
資
料
を
基
に
食
文
化
史

の
立
場
か
ら
古
い
時
代
の
料
理
を
探
っ
て

い
き
た
い
。

︻
参
考
文
献
︼
岡
山
市
教
育
委
員
会
発

掘
調
査
報
告
書
（
乗
岡
実　

岡
嶋
隆
司　

松
井
章
）『
ら
ぴ
す
』（
岡
嶋
隆
司
）

金子石塔塚古墳 ( 直径 26 ｍ円墳 )

団
体

紹
介
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第
六
回
歴
研
サ
ロ
ン
　

5
／
27
　
参
加
47
名

荒
木
村
重
と
そ
の
子
息
、岩
佐
又
兵
衛

竹
本
弘
子
氏
に
よ
る
「
戦
国
武
将
・
荒

木
村
重
と
そ
の
子
孫
た
ち
」
を
聴
い
た
。

前
半
は
、
荒
木
村
重
、
後
半
は
、
息
子
、

岩
佐
又
兵
衛
（
浮
世
絵
師
の
元
祖
）
の
話
。

村
重
は
織
田
信
長
の
家
臣
だ
っ
た
が
信

長
に
反
旗
を
翻
し
、
説
得
に
来
た
黒
田
官

兵
衛
を
有
岡
城
の
土
牢
に
幽
閉
し
た
悪
役

と
し
て
有
名
で
あ
る
。

説
得
に
来

た
官
兵
衛
を

手
ぶ
ら
で
返

す
と
信
長
の

勘
気
に
触
れ

る
。毛
利
方
に
つ
い
た
主
君
小
寺
政
職
は
、

村
重
に
官
兵
衛
殺
し
を
頼
ん
だ
と
か
？
村

重
と
官
兵
衛
は
民
と
命
を
大
切
に
す
る
心

を
持
っ
て
い
て

官
兵
衛
を
助
け

る
に
は
、
土
牢

し
か
な
か
っ
た

の
か
？
と
も
あ

れ
殺
さ
な
か
っ

た
。村

重
は
信
長

亡
き
後
に
出
家

し
、
茶
人
「
道

第
九
回
探
訪
会
　

6
／
6
　
参
加
55
名

官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
巡
り
（
姫
路
市
）

姫
路
に
あ
る
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
、
御

着
城
址
、
国
府
山
城
址
、
職
隆
廟
所
、
廣

峯
神
社
、
英
賀
神
社
を
巡
っ
た
。
官
兵
衛

が
、
い
か
に
優
れ
た
軍
師
に
な
り
得
た
か

の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
つ
は
、
御
着
城
の
位
置
と
構
え
で

す
。
今
は
JR
山
陽
本
線
の
小
さ
な
駅
の
あ

る
町
で
す
が
、
当
時
は
天
川
と
い
う
川
を

堀
と
し
た
大
規
模
な
構
え
で
し
た
。
名
門

赤
松
氏
の
流
れ
を
汲
む
小
寺
氏
の
下
で
官

兵
衛
は
如
何
に
し
て
己
の
力
を
発
揮
し
た

の
か
、
そ
の
背
景
を
知
り
ま
し
た
。

二
つ
は
、
廣
峯
神
社
の
御
師
（
お
し
）

の
力
で
す
。
神
符
（
お
ふ
だ
）
を
配
る
御

師
は
、
播
磨
は
勿
論
、
美
作
、
備
前
等
の

情
報
を
手
中
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
そ
の
裏
に
は
、
岡
山
の
先
人
吉
備
真

備
が
唐
か
ら
陰
陽
道
（
天
文
学
？
）
を
同

神
社
に
伝
え
た
こ
と
か
。
そ
の
後
の
御
師

の
活
躍
、
同
神
社
の
繁
栄
に
寄
与
し
て
い

た
こ
と
も
私
の
興
味
を
引
き
ま
し
た
。

三
つ
は
、
国
府
山
城
址
で
す
。
秀
吉
の

中
国
攻
め
の
際
、
官
兵
衛
は
、
姫
路
城
の

本
丸
を
秀
吉
に
献
上
、
己
は
二
の
丸
に

移
っ
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
し
た
。
事
実

は
、
姫
路
城
を
秀
吉
に
差
し
出
し
、
己
は
国

府
山
城
に
移
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

官
兵
衛
は
天
下
の
趨
勢
を
知
っ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
御
師
か
ら
の
情
報
を
分

析
し
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

御
着
城
址
で
の
ガ
イ
ド
や
廣
峯
神
社
の

宮
司
の
説
明
、
そ
し
て
な
り
よ
り
百
聞
は

一
見
に
如
か
ず
で
、
素
人
の
私
な
り
に
疑

問
点
が
解
消
で
き
ま
し
た
。

灘
菊
酒
造
で
の
昼
食
「
秀
吉
の
大
返
し

め
し
」
は
、
大
満
足
で
し
た
。

（
会
員
　
永
谷
格
夫
）

廣
峯
神
社
で
記
念
写
真

▲ 講 演 前 の 一 時

▼ 演者 竹本弘子氏

全
国
歴
研
雑
誌
に
掲
載

糞
」（
後
に
「
道
薰
」）
と
名
乗
り
、
利
休

七
哲
と
し
て
活
躍
し
た
と
話
さ
れ
た
。
話

に
引
き
込
ま
れ
、
村
重
の
人
物
像
が
、
民

を
大
切
に
し
、
文
化
を
愛
す
る
思
慮
深
い

荒
木
村
重
に
変
わ
っ
た
。

息
子
・
岩
佐
又
兵
衛
は
、
信
長
が
村
重

の
一
族
皆
殺
し
の
中
、
よ
く
ぞ
生
き
延
び

て
く
れ
た
と
思
っ
た
。

竹
本
氏
の
詳
細
に
調
べ
た
資
料
と
又
兵

衛
の
絵
の
細
か
い
描
写
の
説
明
に
、
た
だ

た
だ
聞
き
入
る
ば
か
り
。
竹
本
節
に
聞
き

入
り
、
村
重
を
見
直
し
た
一
日
で
し
た
。

（
会
員　
池
ノ
内
英
子
）
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■
編
集
後
記
■　

今
年
の
定
期
総
会
に
は
雨

の
中
、
三
百
人
が
参
集
。
そ
し
て
黒
田
さ
ん
の
講

演
、
非
常
に
興
味
深
く
、
も
っ
と
聴
き
た
か
っ
た
。

お
礼
の
意
を
込
め
て
私
が
感
想
を
書
き
ま
し
た
。

　

岡
嶋
隆
司
さ
ん
に
江
戸
初
期
の
岡
山
城
内
で
ど

の
よ
う
な
料
理
が
食
べ
ら
れ
て
い
た
か
を
岡
山
城

本
丸
の
発
掘
時
に
出
て
き
た
骨
、
貝
等
か
ら
再
現

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

総
社
市
秦
地
区
に
は
四
世
紀
初
頭
の
前
方
後
方

墳
、
一
丁
ぐ
ろ
古
墳
を
は
じ
め
、
多
く
の
史
跡
が

散
在
す
る
。
そ
の
歴
史
遺
産
、
財
産
を
研
究
・
勉

強
し
、
情
報
発
信
し
て
い
る
秦
歴
史
遺
産
保
存
協

議
会
に
活
動
状
況
を
紹
介
し
て
頂
い
た
（
楠
）

発
　
行　

岡
山
歴
史
研
究
会

会
　
長　

天
野
勝
昭

編
集
長　

楠 

敏
明

事
務
局　

〒
７
０
１

－

１
３
３
２

　

岡
山
市
北
区
平
山
8
4
4
︱
86
山
本
方

電 

話　

0
8
6

・

2
8
7

・

6
2
2
6

http://b.okareki.net/

第
七
回
﹁
吉
備
邪
馬
台
国
東
遷
説
﹂

日
時　

九
月
十
六
日
（
火
）
一
時
半
～

場
所　

ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

講
師　

岡
將
男
氏
（
会
員
）

邪
馬
台
国
は
吉
備
に
あ
り
、
東
遷
し
て
狗
奴
国

で
あ
る
大
和
を
統
合
。
そ
し
て
。
大
和
で
政
権
を

誕
生
さ
せ
た
と
い
う
「
吉
備
邪
馬
台
国
東
遷
説
」

を
話
さ
れ
る
。

第
八
回
「
秦
氏
と
吉
備
」

日
時　

十
一
月
十
八
日
（
火
）
一
時
半
～

場
所　

ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー　

大
会
議
室

講
師  

山
田
良
三
氏
（
会
員
）

古
代
日
本
に
は
数
多
く
の
渡
来
集
団
が
や
つ
て

来
た
。
中
で
も
秦
氏
が
最
大
の
集
団
と
言
わ
れ
、

日
本
の
宗
教
、
文
化
、
産
業
な
ど
多
く
の
分
野
で

歴
研
サ
ロ
ン

お
知
ら
せ

日
本
の
古
代
国
家
成
立
に
係
わ
っ
た
。

秦
氏
は
吉
備
の
古
代
国
家
成
立
に
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
。宗
教
家
の
ル
ー
ツ
や
背
景
を
探
り
、

秦
氏
の
宗
教
と
の
係
わ
り
な
ど
話
さ
れ
る
。

講
座
一
﹁
古
代
日
本
語
・
地
名
語

か
ら
古
代
吉
備
を
学
ぶ
﹂

講
師　

佐
藤
光
範
氏
（
顧
問
）

場
所　

ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

第
一
回　

5
／
27
（
火
）
参
加
24
名

第
二
回　

6
／
24
（
火
）
参
加
24
名

第
三
回　

7
／
22
（
火
）
十
時
半
～

第
四
回　

9
／
30
（
火
）
十
時
半
～

第
五
回　

10
／
28
（
火
）
十
時
半
～

講
座
二
「
手
遣
い
の
民
と
足
遣
い
の
民
」

―
稲
作
文
化
と
牧
畜
文
化
―

講
師　

中
山　

亘
氏
（
会
員
）

場
所　

ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

第
一
回　

11
／
11
（
火
）
十
三
時
半
～

第
二
回　

1
／
20
（
火
）
十
三
時
半
～

全 国 大 会
福井大会のご案内

1 0 / 1 7 - 1 9

日
時　

十
月
十
七
日
（
金
）

～
十
九
日
（
日
）

場
所　

福
井
県
福
井
市

第
一
日
目　

式
典
・
記
念
講
演

・
祝
宴

第
二
日
目　

見
学
会
①
一
乗
谷
朝
倉

氏
遺
跡
・
福
井
市
立
郷
土
歴
史

博
物
館
・
養
浩
館
庭
園
・
丸
岡
城

（
日
本
最
古
の
天
守
閣
）・
新
田
義

貞
公
墓
所
・
越
前
松
平
家
菩
提
所

第
三
日
目　

見
学
会
②
国
宝
明
通
寺
・

熊
川
宿
・
若
狭
三
方
縄
文
博
物
館

★
参
加
希
望
者
は
岡
山
歴
研
事
務
局
へ

●
受
賞
●　

会
員
で
高
梁
市
伊
賀
町
在
住
の
児

玉
享
氏
（
八
一
歳
）
は
岡
山
県
文
化
財
保
護
協
会

よ
り
文
化
財
保
護
に
貢
献
し
て
協
会
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

三
个
月
に
一
度
の
割
合
で
開
催
し
ま
す
。

会
場　

ブ
ッ
ク
サ
ロ
ン
龍
紅
堂（
倉
敷
市
北
畝
）

会
費　

五
百
円

五
～
七
月　

誕
生
会　

7
／
25　

十
三
時
半
～

八
～
十
月　

誕
生
会　

10
／
30　

十
三
時
半
～

★　

参
加
希
望
者
は
事
務
局
へ
申
込
を

お

知

ら

せ

誕
生
茶
話
会

参
加
人
数
が
段
々
少
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

日時：11 月 7 日（金）

集合：岡山駅西口バスセンター

7 時 45 分

参加費：6 千円（バス代 / 食事

代 / 保険 / 入館料）

定員：50 名（先着入金順）

探訪地（高松市）

・讃岐国分寺跡（四国唯一国の

特別史跡）及び資料館

・田村神社（讃岐一宮）

・石清尾（いわせお）山古墳群

・高松市歴史資料館

・高松茶臼山古墳

・久本古墳

讃岐うどん（昼食）

※　探訪場所の変更あり

お知らせ　第十回探訪会

讃岐探訪

講

座

お
知
ら
せ


